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特
別
区
長
会
は
、
6
月
17
日
（
土
）、

18
日
（
日
）
に
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た

「
東
北
絆
ま
つ
り
2
0
2
3
青
森
」
に

「
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
支
援
・
協
力
を
行
い
ま

し
た
。

「
東
北
絆
ま
つ
り
」
は
、
東
北
6
県

の
県
庁
所
在
6
市
な
ど
が
2
0
1
1
年

か
ら
主
催
し
た
「
東
北
六
魂
祭
」
の
後

継
と
し
て
、
更
な
る
復
興
と
そ
の
先
の

未
来
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
、「
多

彩
な
東
北
が
、
熱
い
絆
で
ひ
と
つ
に
な

る
。」
を
テ
ー
マ
に
2
0
1
7
年
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

2
0
1
9
年
以
来
4
年
ぶ
り
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
制
約

の
な
い
大
規
模
な
開
催
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
「
東
北
絆
ま
つ
り
」
に
対
し
、

特
別
区
長
会
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
東
北

6
県
の
自
治
体
と
の
協
力
・
連
携
関
係

を
強
化
す
る
趣
旨
で
、
2
0
1
5
年

（
東
北
六
魂
祭
2
0
1
5
秋
田
）
か
ら
、

開
催
P
R
の
協
力
や
支
援
金
2
3
0
0
万

円
の
提
供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
「
東
北
絆
ま
つ
り
2
0
2
3

青
森
」
で
は
、
初
日
に
行
わ
れ
た
開
祭

式
に
、
23
区
を
代
表
し
て
吉
住
健
一
会

長
（
新
宿
区
長
）
が
登
壇
し
、
開
催
へ

の
祝
意
や
成
功
へ
の
願
い
の
ほ
か
、
東

日
本
大
震
災
被
災
地
に
、
継
続
し
て
職

員
を
派
遣
し
て
い
る
こ
と
、
自
治
体
間

の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
想
い

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
メ
イ
ン
会
場
に
「
東

京
23
区
・
特
別
区
長
会
」
と
し
て
P
R

ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
パ
ネ
ル
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
等
で
、「
特
別
区
全
国

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
23
区
の
P
R

を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
特
別
区
長

会
が
青
森
県
市
長
会
・
青
森
県
町
村
会

と
広
域
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
を

実
施
し
ま
し
た
。
本
企
画
は
、
同
市
長

会
、
町
村
会
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
も
併

せ
て
展
示
し
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
ク

イ
ズ
に
正
解
し
た
方
に
、
青
森
ね
ぶ
た

祭
に
ち
な
ん
だ
「
幸
運
の
鈴
」
を
配
布

す
る
も
の
で
、
多
く
の
方
に
ご
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
特
別
区

協
議
会
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
と
く
べ
つ
ク
マ
Ⓡ
」
も
登
場
し
、
こ

ど
も
達
と
の
ふ
れ
あ
い
や
写
真
撮
影

等
、
人
気
を
集
め
ま
し
た
。
P
R
ブ
ー

ス
に
は
、
開
催
2
日
間
で
約
3
0
0
0

人
の
方
が
訪
れ
、
用
意
し
た
景
品
・

グ
ッ
ズ
が
全
て
な
く
な
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。

「
東
北
絆
ま
つ
り 

2
0
2
3
青
森
」

の
来
場
者
数
は
、
2
日
間
で
29
万
人

（
東
北
絆
ま
つ
り
実
行
委
員
会
発
表
）

と
大
盛
況
で
、
初
日
に
行
わ
れ
た
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
よ
る
展
示
飛
行

や
、
東
北
6
市
の
ま
つ
り
が
集
結
し
4

年
ぶ
り
に
公
道
で
行
わ
れ
た
「
東
北
絆

ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
」
な
ど
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
で
訪
れ
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
一
堂
に
会
し
た
東
北
6

ま
つ
り
が
、
今
夏
、
次
表
の
日
程
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
区
長
会
は
こ
れ
か
ら
も
「
全
国

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し

て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

「特別区全国連携プロジェクト」の
取組みについて

東
北
絆
ま
つ
り
２
０
２
３
青
森

へ
の
支
援
・
協
力
・
参
加

東北6まつり 日　　程

青森　ねぶた祭 8月2日（水）～7日（月）

秋田　竿燈まつり 8月3日（木）～6日（日）

盛岡　さんさ踊り 8月1日（火）～4日（金）

山形　花笠まつり 8月5日（土）～7日（月）

仙台　七夕まつり 8月6日（日）～8日（火）

福島　わらじまつり 8月4日（金）～6日（日）

開祭式で挨拶する吉住会長

にぎわうPRブース迫力あるパレード（青森ねぶた祭）
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令
和
4
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

額
は
81
億
6
9
5
6
万
8
0
0
0
円
で

し
た
が
、
そ
の
後
、
財
政
調
整
基
金
等

へ
の
積
立
額
等
の
補
正
を
行
い
、
最
終

予
算
額
は
84
億
3
4
6
7
万
9
0
0
0

円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
の
決
算
見
込
額
は
、
歳
入

が
76
億
2
7
1
4
万
8
2
2
3
円
（
対

前
年
度
比
1
・
5
％
の
減
）、
歳
出
が

71
億
7
9
5
9
万
6
0
5
3
円
（
対
前

年
度
比
2
・
0
％
の
減
）
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
は
図
1
の
と
お

り
で
す
。

歳
入
決
算
の
概
要

各
区
か
ら
の
分
担
金
は
、
総
額

44
億
5
3
1
4
万
7
2
5
円
（
対
前
年

度
比
0
・
0
5
％
の
増
）
と
な
り
、
一

区
当
た
り
平
均
の
分
担
金
は
、
約

1
億
9
4
0
0
万
円
で
し
た
。

な
お
、
過
去
5
年
間
の
特
別
区
分
担

金
の
額
と
歳
出
額
の
推
移
は
表
1
の
と

お
り
で
す
。

歳
出
決
算
の
概
要

事
業
別
歳
出
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
総
務
管
理

20
億
6
0
0
3
万
2
0
3
5
円

�（
人
事
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
人

件
費
及
び
退
職
手
当
等
を
含
む
。）

総
務
事
務
及
び
監
査
事
務
等
を
行
う

と
と
も
に
、
前
年
度
繰
越
額
を
財
政
調

整
基
金
へ
積
立
を
行
い
ま
し
た
。

◎
人
事
制
度
企
画

5
2
4
0
万
2
1
4
4
円

人
事
制
度
の
調
査
研
究
、
労
務
交
渉

及
び
職
員
相
談
等
に
関
す
る
事
務
を
行

い
ま
し
た
。

各
交
渉
等
の
実
施
回
数
は
、
団
体
交

渉
17
回
、
小
委
員
会
交
渉
4
回
、
専
門

委
員
会
交
渉
11
回
で
し
た
。
ま
た
、
職

員
相
談
件
数
は
8
3
7
件
で
し
た
。

◎
職
員
研
修

4
億
5
4
1
4
万
4
0
4
4
円

�（
研
修
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
人

件
費
を
含
む
。）

秋
葉
原
の
東
京
区
政
会
館
分
室
及
び

九
段
下
の
東
京
区
政
会
館
別
館
に
お
い

て
、
専
門
研
修
、
児
童
相
談
所
関
連
研

修
、
職
層
研
修
、
清
掃
研
修
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
研
修
、
自
治
体
経
営
研
修
、

サ
ポ
ー
ト
研
修
の
体
系
区
分
に
よ
り
、

共
同
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

共
同
研
修
の
実
施
回
数
は
2
7
4

回
、
受
講
者
数
は
1
万
6
4
7
2
人
で

し
た
（
調
査
研
究
を
含
む
）。

◎
法
務

2
3
4
2
万
5
6
1
0
円

特
別
区
に
関
す
る
訴
訟
、調
停
及
び

起
訴
前
の
和
解
に
関
す
る
事
務
を
行
い

ま
し
た
。訴
訟
事
件
受
任
件
数
は

1
3
0
件
、終
了
件
数
は
1
4
4
件
、年

度
末
の
係
属
件
数
は
86
件
で
し
た
。

◎
公
務
災
害
補
償
等

1
億
1
4
1
8
万
8
6
0
8
円

特
別
区
の
非
常
勤
職
員
に
係
る
公
務

上
ま
た
は
通
勤
途
上
の
災
害
に
対
す
る

令和4年度
特別区人事・厚生事務組合の決算概要

図１　令和4年度特別区人事・厚生事務組合一般会計決算見込額

歳入総額
7,627,148
千円千円 特別区分担金

4,453,141千円
58.4％

総務管理
2,060,032千円

28.7％
路上生活者対策
1,478,063千円

20.6％

厚生関係施設運営
2,355,193千円

32.8％

都支出金
1,124,348千円

14.7％

受託事務収入
916,084千円

12.0％繰越金
414,594千円

5.4％

繰越金
414,594千円

5.4％

その他分担金
201,982千円
2.6％

財産収入
104,356千円
1.4％

寄附金
187,368千円
2.5％

組合債元利償還　362,536千円　5.1％

教育事務
52,387千円
0.7％

その他
70,910千円
0.9％法務・その他　23,532千円　0.3％

人事制度企画
52,402千円
0.7％

人事委員会運営費　227,118千円　3.2％
公務災害補償等　114,189千円　1.6％

職員研修　454,144千円　6.3％

使用料
4,365千円
0.1％

歳出総額
7,179,596
千円

繰入金
150,000千円
2.0％



9

補
償
及
び
特
別
区
職
員
の
公
務
上
ま
た

は
通
勤
途
上
の
災
害
に
対
す
る
見
舞
金

の
支
給
を
行
い
ま
し
た
。

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
費
の
支

給
実
績
は
9
8
9
件
、
特
別
区
職
員
公

務
災
害
見
舞
金
の
支
給
実
績
は
66
件
と

な
り
ま
し
た
。

◎
人
事
委
員
会
運
営
費

2
億
2
7
1
1
万
7
6
8
7
円

特
別
区
人
事
委
員
会
に
お
い
て
、
23

区
職
員
の
採
用
試
験
・
選
考
、
管
理
職

選
考
、
給
与
勧
告
、
公
平
審
査
等
の
事

務
を
行
い
ま
し
た
。

採
用
試
験
・
選
考
全
体
の
受
験
者
は

1
万
5
9
5
2
人
、
合
格
者
数
は

4
2
6
7
人
と
な
り
ま
し
た
。

◎
厚
生
関
係
施
設
運
営

23
億
5
5
1
9
万
3
4
1
2
円

�（
厚
生
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
人

件
費
を
含
む
。）

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
更
生
施
設

（
8
施
設
）、
宿
所
提
供
施
設
（
9
施

設
）
及
び
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
宿
泊

所
（
3
施
設
）
の
管
理
並
び
に
利
用
者

支
援
及
び
施
設
整
備
を
実
施
し
ま
し

た
。一

般
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
計
22
件

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

支
援
と
し
て
、
感
染
防
止
対
策
に
か
か

る
経
費
を
厚
生
関
係
施
設
に
対
し
て
支

出
し
ま
し
た
。

◎
路
上
生
活
者
対
策

14
億
7
8
0
6
万
3
2
4
0
円

路
上
生
活
者
あ
る
い
は
そ
の
お
そ
れ

の
あ
る
失
業
者
等
を
援
護
す
る
た
め
、

巡
回
相
談
、
自
立
支
援
、
地
域
生
活
継

続
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
長
期
化
、

高
齢
化
し
た
路
上
生
活
者
に
対
す
る
居

住
支
援
を
行
う
支
援
付
地
域
生
活
移
行

事
業
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
ま

し
た
。

自
立
支
援
に
お
け
る
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
入
所
者
は
延
べ
4
6
9
人
、
巡
回

相
談
件
数
は
延
べ
5
4
6
8
件
、
地
域

生
活
継
続
支
援
事
業
に
お
け
る
訪
問
相

談
件
数
は
延
べ
8
7
2
件
、
支
援
付
地

域
生
活
移
行
事
業
に
お
け
る
入
居
者
数

は
41
人
で
し
た
。

◎
教
育
事
務

5
2
3
8
万
7
1
7
8
円

�（
教
育
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
人

件
費
を
含
む
。）

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
幼
稚
園
教
員
採
用

候
補
者
選
考
を
行
い
ま
し
た
。
受
験
者

数
は
1
8
2
人
、
合
格
者
数
は
16
人
、

補
欠
者
は
52
人
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
園
長
・
副
園
長
・
主
任

教
諭
昇
任
選
考
及
び
各
職
層
に
応
じ
た

研
修
等
を
行
い
ま
し
た
。

◎
組
合
債
元
利
償
還

3
億
6
2
5
3
万
5
7
6
7
円

組
合
債
の
元
金
及
び
利
子
の
償
還
を

行
い
ま
し
た
。

厚
生
関
係
施
設
再
編
整
備
計
画
に

沿
っ
て
実
施
し
て
い
る
改
築
・
改
修
等

工
事
に
係
る
も
の
で
す
。

な
お
、
令
和
5
年
3
月
31
日
時
点
の

組
合
債
の
残
高
は
33
億
8
4
8
1
万

8
4
8
4
円
で
、
過
去
5
年
間
の
各
年

度
末
現
在
の
残
高
推
移
は
表
2
の
と
お

り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

表1　特別区分担金及び一般会計歳出額の推移
特別区分担金 一般会計歳出

歳入額（千円） 対前年度比（％） 歳出額（千円） 対前年度比（％）

平成30年度 3,885,000 1.7 7,474,835 △ 6.6

令和元年度 4,325,734 11.3 7,743,422 3.6

令和2年度 4,448,216 2.8 7,739,054 △ 0.1

令和3年度 4,450,926 0.1 7,326,729 △ 5.3

令和4年度 4,453,140 0.0 7,179,596 △ 2.0

※令和4年度は決算見込額

表2　地方債（組合債）の推移

地方債残高（千円）

平成30年度 4,475,631 

令和元年度 4,340,902 

令和2年度 4,022,667 

令和3年度 3,713,190 

令和4年度 3,384,818 



10

令和4年度
公益財団法人特別区協議会の決算概要

令
和
4
年
度
特
別
区
協
議
会
の
予
算

は
、
公
益
法
人
会
計
基
準
に
則
り
、
公

益
目
的
事
業
会
計
、
収
益
事
業
等
会
計

及
び
法
人
会
計
の
3
つ
の
会
計
で
編
成

し
、
さ
ら
に
、
公
益
目
的
事
業
会
計
は

3
区
分
、
収
益
事
業
等
会
計
は
2
区
分

で
経
理
し
、
効
率
的
な
執
行
を
心
掛
け

ま
し
た
。
各
会
計
の
決
算
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

公
益
目
的
事
業
会
計

特
別
区
の
自
治
に
関
す
る
調
査
研
究

及
び
普
及
啓
発
事
業
並
び
に
特
別
区
民

等
の
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
知

識
、
教
養
の
普
及
に
関
す
る
事
業
（
公

1
事
業
）、
特
別
区
有
物
件
の
火
災
等

に
よ
る
損
害
の
補
て
ん
事
業
（
公
2
事

業
）、
特
別
区
の
共
同
事
業
の
執
務
及

び
特
別
区
の
連
携
協
議
等
の
場
と
し
て

の
東
京
区
政
会
館
等
の
管
理
運
営
事
業

（
公
3
事
業
）
を
行
い
ま
し
た
。

収
入
決
算
額

35
億
3
8
9
2
万
7
6
5
6
円

※
投
資
活
動
収
入
含
む
。

支
出
決
算
額

33
億
7
1
1
1
万
9
5
0
9
円

※	

投
資
活
動
支
出
、
財
務
活
動
支
出

含
む
。

主
な
収
入
は
、（
公
財
）
東
京
都
区

市
町
村
振
興
協
会
か
ら
の
助
成
金
と
東

京
区
政
会
館
等
に
係
る
使
用
料
及
び
賃

料
等
収
入
、
各
区
か
ら
の
分
担
金
で

す
。主

な
事
業
内
容
及
び
支
出
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

＊
調
査
研
究
事
業

9
6
9
1
万
3
0
0
6
円

特
別
区
制
度
研
究
会
で
は
、
第
8
期

研
究
会
の
1
年
目
と
し
て
、
第
6
期
及

び
第
7
期
に
お
い
て
行
っ
た
「
特
別
区

職
員
の
人
材
育
成
に
資
す
る
基
礎
研

究
」
の
成
果
を
基
に
更
な
る
調
査
を
実

施
し
、
研
究
を
深
め
ま
し
た
。

自
主
研
究
で
は
、
特
別
区
制
度
研
究

の
基
礎
資
料
と
し
て
後
世
に
残
す
た

め
、
昭
和
22
年
地
方
自
治
法
施
行
時
の

国
会
議
事
録
や
逐
条
解
釈
等
の
関
連
資

料
を
収
集
し
、「
法
制
度
変
遷
と
関
連

資
料
集
（
仮
称
）」
の
原
稿
を
作
成
し

ま
し
た
。

そ
の
他
、
東
京
23
区
の
し
く
み
に
つ

い
て
学
ぶ
導
入
資
料
と
し
て
、「
東
京

23
区
の
こ
と
が
知
り
た
い
人
に
」
を
発

行
し
ま
し
た
。

行
政
課
題
の
調
査
研
究
と
し
て
、
特

別
区
長
会
が
設
置
し
た
調
査
研
究
機
構

の
事
務
局
事
務
の
委
嘱
を
受
け
、
各
区

か
ら
提
案
の
あ
っ
た
6
テ
ー
マ
に
つ
い
て

提
案
区
の
職
員
を
中
心
に
調
査
研
究
を

行
い
、
報
告
書
の
作
成
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
管
理
運
営
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
3
年
度
の
調
査
研
究
6
テ
ー

マ
に
つ
い
て
報
告
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

法
務
調
査
事
業
で
は
、
特
別
区
の
事

務
事
業
に
係
る
法
律
上
の
紛
争
の
調
査

及
び
研
究
、
情
報
の
収
集
及
び
提
供
を

行
い
、「
特
別
区
法
務
資
料
（
第
52
巻
）」

を
発
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
区
等
に
お
い
て
法
律
的

専
門
知
識
を
有
す
る
職
員
の
確
保
・
育

成
を
推
進
す
る
た
め
、
法
科
大
学
院
へ

通
う
特
別
区
等
職
員
に
対
し
、
そ
の
就

学
に
係
る
費
用
を
助
成
し
ま
し
た
。

＊
情
報
提
供
・
普
及
啓
発
事
業

5
4
0
5
万
8
5
8
0
円

特
別
区
が
発
行
す
る
行
政
資
料
を
は

じ
め
、
自
治
に
関
す
る
資
料
等
の
収

集
、
提
供
、
管
理
や
、
一
般
で
は
入
手

困
難
な
歴
史
的
資
料
を
購
入
し
ま
し

た
。
ま
た
、
資
料
の
適
切
な
管
理
の
た

め
、
保
存
年
限
を
経
過
し
た
一
般
書
籍

等
は
廃
棄
す
る
と
と
も
に
、
区
立
図
書

館
等
へ
提
供
し
、
有
効
活
用
を
図
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
所
蔵
資
料
の
紹
介
や
、
東

京
大
都
市
地
域
に
関
す
る
古
い
資
料
及

び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
各
種
統
計
資

料
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

講
座
・
講
演
会
に
つ
い
て
は
、
都

民
、
特
別
区
職
員
等
を
対
象
に
、
特
別

区
の
課
題
等
に
関
す
る
講
座
を
実
施
し

た
ほ
か
、
特
別
区
議
会
議
員
を
対
象

に
、
地
方
自
治
や
特
別
区
の
課
題
等
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
立
大
学
と
の
共
同
事

業
と
し
て
、
東
京
都
立
大
学
オ
ー
プ
ン

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
講
座
を
2
5
6
講
座

実
施
し
ま
し
た
。

都
市
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
特
別

区
長
会
の
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
よ
り
深
化
さ
せ
、
自
治
体
間
連

携
等
に
関
す
る
講
演
会
や
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
・
運
営

を
行
い
、
特
別
区
と
全
国
自
治
体
と
の

連
携
交
流
促
進
を
図
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
茨
城
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
」
を
通

し
て
、
特
別
区
と
他
都
市
と
の
相
互
理

解
に
資
す
る
事
業
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　

そ
の
他
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

架
、
特
別
区
・
東
京
都
・
関
連
団
体
・

全
国
連
携
賛
同
自
治
体
の
紹
介
展
示
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

＊
オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業

6
3
4
9
万
1
0
2
8
円

都
内
の
62
市
区
町
村
共
同
事
業
と
し

て
「
C
O
2
削
減
に
つ
な
が
る
活
動
の

普
及
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
・
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
」、「
み
ど
り
の
保

全
と
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
推
進
す

る
た
め
の
連
携
体
制
構
築
」、「
人
々
が

環
境
を
考
え
、
行
動
で
き
る
場
の
設

定
」
の
方
針
に
基
づ
き
、（
公
財
）
東

京
市
町
村
自
治
調
査
会
と
と
も
に
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

＊
特
別
区
有
物
件
災
害
共
済
事
業

1
億
7
1
2
9
万
1
0
3
9
円

特
別
区
が
所
有
す
る
物
件
（
建
物
、

工
作
物
）
が
被
災
し
た
際
に
損
害
を
補

て
ん
す
る
共
済
事
業
に
つ
い
て
、
台
風

に
よ
る
被
害
を
は
じ
め
、
火
災
、
落
雷
、

破
裂
、
爆
発
、
風
災
、
水
災
、
雪
災
及

び
土
砂
崩
れ
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

［
支
払
実
績
］　

9
件

　

1
億
4
8
3
1
万
9
2
7
9
円

（
内
訳
）

　

火　

災
：
2
区
2
件

　

落　

雷
：
2
区
2
件

　

風
水
災
：
4
区
4
件

　

雪　

災
：
1
区
1
件

＊
区
政
会
館
管
理
運
営

7
億
8
2
7
9
万
6
3
3
円

当
協
議
会
所
有
の
東
京
区
政
会
館
に

入
居
し
て
い
る
公
共
団
体
、
公
益
団
体

の
執
務
環
境
を
良
好
に
維
持
す
る
た

め
、
建
物
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
工
事

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
館
の
機
能

を
長
期
に
わ
た
り
良
好
に
維
持
し
て
い

く
た
め
に
、
建
物
の
想
定
使
用
期
間
を

70
年
に
延
伸
す
る
新
た
な
中
長
期
保
全

計
画
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
4
年
7
月
に
東
京
区

政
会
館
別
館
が
し
ゅ
ん
工
し
、
特
別
区

職
員
研
修
所
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

場
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
、

東
京
区
政
会
館
同
様
、
建
物
の
想
定
使
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用
期
間
を
70
年
と
す
る
中
長
期
保
全
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

収
益
事
業
等
会
計

東
京
区
政
会
館
賃
貸
事
業
（
収
1
事

業
）
及
び
特
別
区
が
連
携
し
て
実
施
す

る
事
務
を
支
援
す
る
事
業
（
他
1
事

業
）
を
行
い
ま
し
た
。

収
入
決
算
額

1
億
5
1
1
5
万
6
0
9
1
円

※
投
資
活
動
収
入
含
む
。

支
出
決
算
額

1
億
4
1
2
7
万
6
4
2
3
円

※
投
資
活
動
支
出
含
む
。

主
な
収
入
は
、
東
京
区
政
会
館
に
係

る
テ
ナ
ン
ト
賃
料
及
び
駐
車
場
賃
料
、

自
治
体
総
合
賠
償
責
任
保
険
事
務
手
数

料
で
す
。

主
な
支
出
は
、
以
下
の
と
お
り
で

す
。

＊
自
治
調
整
資
金
立
替
事
業

特
別
区
の
職
員
が
職
務
に
起
因
し
て

法
律
上
の
争
い
の
当
事
者
と
な
っ
た

際
、
そ
の
裁
判
手
続
等
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
立
替
え
ま
し
た
。

［
支
払
実
績
］

1
名　

33
万
円

＊
自
治
体
総
合
賠
償
責
任
保
険
事
業

特
別
区
が
法
律
上
の
賠
償
責
任
を
負

担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
る
損
害
を
て

ん
補
す
る
「
賠
償
責
任
保
険
」と
、法
律

的
責
任
は
な
い
も
の
の
道
義
的
立
場
で

特
別
区
が
被
害
者
に
支
払
う
補
償
金

（
見
舞
金
）を
て
ん
補
す
る
「
補
償
保

険
」、「
予
防
接
種
実
施
主
体
特
約
保
険
」

及
び
「
サ
イ
バ
ー
保
険
」に
係
る
各
区

の
保
険
料
を
取
り
ま
と
め
、一
括
し
て

保
険
会
社
と
契
約
し
ま
し
た
。

［
主
な
支
払
実
績
］

賠
償
責
任
保
険
：
1
0
0
件

　

5
0
0
2
万
8
1
7
2
円

補
償
保
険
：
1
5
1
件

　

2
2
1
万
5
千
円

法
人
会
計

理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
運
営
等
、

法
人
の
総
務
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

収
入
決
算
額

1
1
5
0
万
7
7
2
1
円

支
出
決
算
額

2
3
7
8
万
5
4
4
9
円

※	

投
資
活
動
支
出
、
財
務
活
動
支
出

含
む
。

主
な
収
入
は
、
基
本
財
産
運
用
益
で

す
。

※ 

職
員
人
件
費
、
東
京
区
政
会
館
の
維

持
管
理
経
費
等
は
、
各
会
計
で
按
分

の
上
、
支
出
し
て
い
ま
す
。

総
合
計

各
会
計
の
合
計
か
ら
会
計
間
の
や
り

取
り
の
重
複
を
除
い
た
（
内
部
取
引
消

去
）
後
の
合
計
は
次
の
と
お
り
で
す
。

収
入
決
算
額
計

36
億
7
5
2
8
万
7
3
1
8
円

支
出
決
算
額
計

35
億
9
8
7
万
7
2
3
1
円

各
会
計
の
収
入
支
出
決
算
額
及
び
当

期
収
支
差
額
は
表
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）　

各会計収入支出決算総括表
（単位：円）

収入決算額
（A）

支出決算額
（B）

当期収支差額
（C）＝（A）−（B）

公
益
目
的
事
業
会
計

公　１　事　業

408,341,285 466,556,609 △ 58,215,324特別区の自治に関する調査研究及び普及啓
発事業並びに特別区民等の住民福祉の向上
に資する知識、教養の普及に関する事業

公　２　事　業

182,384,925 172,058,025 10,326,900
特別区有物件の火災等による損害の補てん
事業

公　３　事　業

2,948,201,446 2,732,504,875 215,696,571特別区の共同事業の執務及び特別区の連携
協議等の場としての東京区政会館等の管理
運営事業

小　　　　　計 3,538,927,656 3,371,119,509 167,808,147

収
益
事
業
等
会
計

収　１　事　業

120,689,513 109,987,895 10,701,618
東京区政会館賃貸事業

他　１　事　業

30,466,578 31,288,528 △ 821,950
特別区が連携して実施する事務を支援する
事業

小　　　　　計 151,156,091 141,276,423 9,879,668

法 人 会 計
11,507,721 23,785,449 △ 12,277,728

法人の管理経費

各 会 計 合 計 3,701,591,468 3,536,181,381 165,410,087

内 部 取 引 消 去 △ 26,304,150 △ 26,304,150 0

合　　　　　計 3,675,287,318 3,509,877,231 165,410,087
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令
和
5
年
度
管
理
職
選
考
種
別
Ⅰ
類
の
申
込
状
況
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
度
か
ら
、
管
理
職
選

考
種
別
Ⅱ
類
は
、
各
区
に
よ
る
指
名
制
の
選
考
と
な
り

ま
し
た
。

〈
全
体
の
申
込
状
況
〉

全
部
、
分
割
及
び
免
除
受
験
方
式
が
7
6
5
人
と
な

り
、
前
年
度
に
比
べ
33
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
全

体
の
申
込
率
は
、
前
年
度
よ
り
0
・
3
ポ
イ
ン
ト
増
と

な
る
5
・
0
％
で
し
た
。
技
術
の
選
考
区
分
に
お
い
て

は
、
申
込
者
数
が
14
人
減
少
し
ま
し
た
。

〈
分
割
受
験
方
式
〉
※
1

1
7
8
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
1

人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

〈
免
除
受
験
方
式
〉
※
2

免
除
資
格
を
得
て
い
る
4
2
9
人
の
う
ち
、
3
1
1

人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
他
の
受
験
方
式
に
比
べ
高
い

申
込
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

〈
前
倒
し
受
験
方
式
〉
※
3

申
込
者
数
は
3
7
6
人
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
20

人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

※
1　

 

分
割
受
験
方
式
と
は
、
択
一
・
短
答
式
問
題
受

験
の
免
除
資
格
を
得
る
た
め
、
択
一
・
短
答
式

問
題
の
み
を
受
験
す
る
方
式
で
す
。

※
2　

 

免
除
受
験
方
式
と
は
、
択
一
・
短
答
式
問
題
受

験
の
免
除
資
格
を
得
て
い
る
人
が
、
記
述
式
問

題
及
び
論
文
式
問
題
を
受
験
す
る
方
式
で
す
。

※
3　

 

前
倒
し
受
験
方
式
と
は
、
主
任
の
職
に
あ
り
、

そ
の
在
職
期
間
が
3
〜
5
年
目
の
人
（
経
験
者

採
用
制
度
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
人
等
の
特
例
あ

り
）
が
、
択
一
・
短
答
式
問
題
受
験
の
免
除
資

格
を
得
る
た
め
、
択
一
・
短
答
式
問
題
の
み
を

受
験
す
る
方
式
で
す
。

行
政
需
要
の
拡
大
や
組
織
改
正
等
に
よ
り
、
今
後
も

需
要
数
が
一
定
以
上
見
込
ま
れ
ま
す
。
特
別
区
人
事
委

員
会
事
務
局
は
、
引
き
続
き
積
極
的
な
受
験
を
呼
び
掛

け
て
い
き
ま
す
。

受
験
者
の
皆
さ
ん
は
、
体
調
を
整
え
、
万
全
の
状
態

で
当
日
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
。

�

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

令和5年度
管理職選考種別Ⅰ類の申込状況

	 （単位：人、％）

有資格者数 申込者数 申込率 5年度
合格予定者数5年度 4年度 5年度 4年度 増　減 5年度 4年度

Ⅰ　

類

事　務 12,810
（7,842）

13,073
（8,054）

557
（101）

510
（88） 47 4.3 3.9 123※

技
術

Ⅰ
（土木造園）

674
（122）

675
（114）

75
（3）

94
（4） △ 19 11.1 13.9

32

Ⅱ
（建築）

526
（176）

528
（164）

69
（8）

61
（6） 8 13.1 11.6

Ⅲ
（その他）

1,396
（782）

1,417
（805）

64
（9）

67
（10） △ 3 4.6 4.7

小　計 2,596
（1,080）

2,620
（1,083）

208
（20）

222
（20） △ 14 8.0 8.5

合　計 15,406
（8,922）

15,693
（9,137）

765
（121）

732
（108） 33 5.0 4.7 155

（注）　（　）内の値は、女性の人数を内数で表したものです。
※Ⅰ類事務合格予定者数は、各区が算出した需要数の合計で要綱発表時（4月）の人数です。

	 （単位：人、％）

有資格者数 申込者数 申込率

5年度 4年度 5年度 4年度 増　減 5年度 4年度

事　務 3,427
（1,685）

3,383
（1,688）

307
（57）

283
（51） 24 9.0 8.4

技術Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ 767
（309）

778
（330）

69
（3）

73
（6） △ 4 9.0 9.4

小　計 4,194
（1,994）

4,161
（2,018）

376
（60）

356
（57） 20 9.0 8.6

全部、分割及び免除受験方式

前倒し受験方式

（注）　全部、分割及び免除受験方式の受験申込者数及び申込率となります。

管理職選考種別Ⅰ類の受験申込者数及び申込率の推移

筆
記
考
査
は
8
月
19
日
（
土
）

試
験
会
場
は
大
妻
女
子
大
学

	 （％）（人）
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特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
で
は
、
特
別
区
や
地
方

行
政
に
関
わ
る
課
題
を
研
究
機
関
や
地
方
自
治
体
と
連

携
し
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
令
和
5
年
7
月
6
日

（
木
）
に
第
3
回
調
査
研
究
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
に
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
だ
全
6
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
各
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
か
ら

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
延
べ
3
8
7
人
が
聴
講
し
、
活
発

な
質
疑
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
当
日
の
模
様
は
、

当
機
構
の
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ア
ー
カ
イ

ブ
配
信
し
て
い
ま
す
。

�

（
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
事
務
局
）

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構

調
査
研
究
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

テーマ名（提案区）

① 「ゼロカーボンシティ特別区」に向けた取組み
（葛飾区提案）

② タワーマンション等大規模集合住宅を含む地
域コミュニティの醸成（中央区提案）

③ 水害時の避難及び共同住宅の機能強化（江東
区提案）

④
循環型経済の推進による持続可能な経済発展
に向けて、特別区が取り組むべき施策 
～新しい自治体政策の事例～（世田谷区提案）

⑤
特別区の未来を見据えた子育て支援
～保護者・施設・行政の視点を踏まえた保育
のいま、そしてこれから～（港区提案）

⑥ 特別区におけるDXの推進～データの取得・
分析・活用に向けて～（板橋区・葛飾区提案） 機構YouTube

チャンネル

報告会の様子

　

7
月
13
日
（
木
）、
特
別
区
長
会
新
役
員
と
し
て
、

吉
住
健
一
会
長
（
新
宿
区
長
）、
前
川
燿
男
副
会
長

（
練
馬
区
長
）、
斉
藤
猛
副
会
長
（
江
戸
川
区
長
）、
樋

口
高
顕
幹
事
（
千
代
田
区
長
）、
服
部
征
夫
幹
事
（
台

東
区
長
）、
森
澤
恭
子
幹
事
（
品
川
区
長
）、
酒
井
直
人

幹
事
（
中
野
区
長
）、
山
本
亨
幹
事
（
墨
田
区
長
）
が
、

都
庁
で
小
池
百
合
子
都
知
事
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
吉
住
会
長
か
ら
、
知
事
就
任
以
来
、
特
別
区
長

会
と
直
接
意
見
交
換
が
で
き
る
機
会
を
積
極
的
に
設
け

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
述
べ
、
都
区
の

風
通
し
を
よ
く
し
、
協
力
関
係
を
維
持
で
き
る
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
今
後
の
さ
ら
な
る
子
ど
も
の
安
全
と
健
や

か
な
成
長
の
た
め
、
都
区
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
、

児
童
相
談
体
制
の
拡
充
を
図
る
特
別
区
の
取
組
へ
の
支

援
を
要
請
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
、

特
に
「
帰
宅
困
難
者
対
策
」
や
「
大
規
模
水
害
時
に
お

け
る
広
域
避
難
体
制
の
整
備
」
等
、
自
治
体
の
枠
を
超

え
広
域
的
な
対
策
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
、
都
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
と
、
支
援
・
協
力
を
要
請
し
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、「
ふ
る
さ
と
納
税

へ
の
対
応
」、「
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
や
脱

炭
素
社
会
へ
の
対
応
」、「
都
区
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

の
再
開
」、「
都
市
計
画
事
業
及
び
都
市
計
画
交
付
金
の

あ
り
方
」、「
協
議
が
止
ま
っ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
特

別
区
の
児
童
相
談
所
設
置
に
伴
う
都
区
財
政
調
整
の
配

分
割
合
の
問
題
」
な
ど
、
都
区
間
の
未
解
決
の
課
題
の

解
決
の
た
め
、
今
こ
そ
都
区
が
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
協
働
、
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
特
別

区
長
会
と
し
て
も
力
を
尽
く
し
て
い
く
考
え
を
述
べ
ま

し
た
。

　

吉
住
会
長
の
発
言
を
受
け
、
小
池
知
事
か
ら
は
、

「
東
京
の
持
続
的
な
発
展
『
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
リ
カ
バ

リ
ー
』
を
実
現
す
る
に
は
、
特
別
区
と
力
を
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
吉
住
会
長
の
も
と

ス
タ
ー
ト
し
た
新
た
な
区
長
会
と
、
よ
り
一
層
、
連

携
・
協
力
を
密
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
相
談
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
非

常
に
複
雑
化
、
深
刻
化
し
て
い
る
状
況
に
、
い
か
に

的
確
に
対
応
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
緊
密
に
連
携
し
、
こ
ど
も
の
生
命
、
そ

し
て
社
会
の
安
心
を
守
っ
て
い
き
た
い
。」、
災
害
対

策
に
つ
い
て
は
、「
今
年
は
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０

年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
強
靭
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
様
々
な
リ
ス
ク
へ
の
備
え
を
固

め
て
い
く
。
都
と
区
が
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
、
都

民
区
民
の
安
心
安
全
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
努
め
て
い
き
た
い
。」
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

特
別
区
長
会
新
役
員
が

東
京
都
知
事
へ
就
任
の
挨
拶

左から酒井幹事（中野区長）、服部幹事（台東区長）、斉藤副会長（江戸川区
長）、吉住会長（新宿区長）、小池都知事、前川副会長（練馬区長）、樋口幹事

（千代田区長）、森澤幹事（品川区長）、山本幹事（墨田区長）
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令和4年度　特別区非常勤職員の
公務災害・通勤災害について

■
令
和
4
年
度
の
認
定
状
況

特
別
区
非
常
勤
職
員
の
災
害
認
定
件

数
は
、
公
務
災
害
が
67
件
、
通
勤
災
害

が
39
件
の
合
計
1
0
6
件
で
し
た
。

公
務
災
害
に
お
け
る
傾
向
は
、
職
種

別
で
は
、
最
も
多
い
の
が
学
級
支
援
員

や
部
活
動
指
導
員
が
含
ま
れ
る
「
4
各

種
指
導
員
」
で
28
・
3
％
、
次
は
「
2

保
育
士
等
」
で
26
・
8
％
、「
5
事
務

補
助
」
が
14
・
9
％
と
続
き
、
こ
れ
ら

4
つ
の
職
種
で
約
7
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
年
齢
別
で
は
、
50
〜
60
歳
代
が
最

も
多
く
全
体
の
6
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
通
勤
災
害
に
お
け
る
傾
向

は
、
歩
行
中
の
事
故
が
74
・
4
％
、
自

転
車
走
行
中
の
事
故
が
24
・
6
％
で
、

年
齢
別
で
は
、
50
歳
代
以
上
が
約
7
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

■
災
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は

公
務
災
害
の
認
定
事
例
の
中
に
は
、

怪
我
の
状
態
に
つ
い
て
「
打
撲
程
度
だ

ろ
う
」
と
思
い
込
ん
で
医
療
機
関
の
受

診
を
控
え
て
い
た
と
い
う
方
が
毎
年
一

定
数
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
な

か
な
か
痛
み
が
引
か
ず
、
後
に
な
っ
て

医
療
機
関
で
検
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
捻

挫
や
骨
折
が
判
明
し
、
療
養
期
間
が
長

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

初
期
段
階
で
適
切
な
治
療
等
を
受
け

る
こ
と
で
、
職
場
へ
の
復
帰
も
早
く
な

り
ま
す
の
で
、
安
易
に
自
己
判
断
せ
ず

に
、
受
傷
の
際
は
直
ち
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
、
画
像
検
査
等
を
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
自
転
車
の
利
用
に
つ
い
て

公
務
（
通
勤
）
災
害
で
は
、
自
転
車

利
用
時
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ
り
、
令

和
5
年
4
月
1
日
か
ら
自
転
車
利
用
者

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。
自
身
の
身
を
守
る
た
め
、

自
転
車
を
利
用
す
る
と
き
は
積
極
的
に

着
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
車
道
通
行
の
際
は
左
側
を
走
行
す

る
こ
と
、
一
時
停
止
の
標
識
に
従
う
こ

と
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
け
る
こ
と

等
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
な
運

転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

公
務
（
通
勤
）
災
害
と
し
て
認
定
さ

れ
た
事
例
の
中
に
は
、
周
囲
の
安
全
確

認
や
職
場
環
境
の
改
善
、
時
間
に
ゆ
と

り
を
持
っ
た
行
動
等
、
ほ
ん
の
少
し
の

注
意
に
よ
り
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
可
能

な
事
故
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
急
い

で
い
る
と
き
ほ
ど
一
呼
吸
置
い
て
冷
静

な
対
応
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
厚
生
部
）

公務災害認定内訳� （令和4年4月分～令和5年3月分）

1　職種別　　　　　　　　			（単位：件、％） 2　年齢層別　　　　　	　					（単位：件、％）

2　年齢層別　　　　　		　　	（単位：件、％）

3　男女比　　　　　　　　			（単位：件、％）

令和4年度 前年度	
件数件数 割合

1 区議会議員 0 － 0 
2 保 育 士 等 18 26.9 16 
3 給食調理等 1 1.5 2 
4 各種指導員 19 28.4 12 
5 事 務 補 助 10 14.9 12 
6 用 務 補 助 6 9.0 4 
7 作 業 員 0 － 1 
8 福祉協力員 2 3.0 0 
9 徴収嘱託員 0 － 1 
10 施設管理等 0 － 1 
11 警 備 員 1 1.5 0 
12 児童厚生員等 5 7.5 14 
13 選 挙 関 係 0 － 1 
14 栄 養 士 0 － 2 
15 介 添 員 5 7.5 7 
16 一般業務補助 0 － 0 
17 清 掃 関 係 0 － 2 
18 そ の 他 0 － 0 

計 67 75 

年齢層
令和4年度 前年度	

件数件数 割合

10代 1 1.5 0

20代 4 6.0 2

30代 3 4.5 6

40代 10 14.9 16

50代 24 35.8 21

60代 21 31.3 21

70代 4 6.0 8

80代 0 － 1

計 67 75

令和4年度 前年度	
件数件数 割合

男性 12 17.9 13

女性 55 82.1 62

計 67 75

3　男女比　　　　　　　　			（単位：件、％）

年齢層
令和4年度 前年度	

件数件数 割合

10代 0 － 0

20代 0 － 1

30代 0 － 2

40代 3 7.7 3

50代 11 28.2 5

60代 20 51.3 7

70代 5 12.8 5

80代 0 － 0

計 39 23

令和4年度 前年度	
件数件数 割合

男性 7 17.9 3

女性 32 82.1 20

計 39 23

通勤災害認定内訳� （令和4年4月分～令和5年3月分）

1　職種別　　　　　　	　					（単位：件、％）
令和4年度 前年度	

件数件数 割合

1 区議会議員 0 － 0

2 保 育 士 等 7 17.9 2

3 給食調理等 1 2.6 0

4 各種指導員 7 17.9 6

5 事 務 補 助 22 56.4 7

6 用 務 補 助 1 2.6 2

7 作 業 員 0 － 0

8 福祉協力員 0 － 0

9 徴収嘱託員 0 － 1

10 施設管理等 0 － 0

11 警 備 員 0 － 0

12 児童厚生員等 1 2.6 3

13 選 挙 関 係 0 － 0

14 栄 養 士 0 － 0

15 介 添 員 0 － 1

16 一般業務補助 0 － 0

17 清 掃 関 係 0 － 1

18 そ の 他 0 － 0

計 39 23
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令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、
収
入
支
出
1
2
9
8
万

6
千
円
の
予
算
額
に
対
し
、
決
算
額
は
、
収
入
総
額

9
8
6
万
1
1
6
8
円
、
支
出
総
額
6
0
3
万
1
2
3
0
円

と
な
り
、
差
引
残
高
3
8
2
万
9
9
3
8
円
を
令
和
５
年

度
に
繰
り
越
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
事
務
事
業
の
適
正
か
つ
効
率
的

な
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

	

収
　
入

各
区
か
ら
の
分
担
金
は
、
1
区
あ
た
り
27
万
円
で
、

計
6
2
1
万
円
を
収
入
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
収
入
が
3
6
5
万

1
1
6
8
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

	

支
　
出

令
和
4
年
度
に
お
け
る
支
出
決
算
の
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・
管
理
費　

3
1
3
万
8
0
4
円

　

 　

東
京
区
政
会
館
維
持
管
理
負
担
金
、
事
務
用
消
耗

品
の
購
入
等
に
要
し
た
経
費
で
す
。

・
事
業
費　

2
9
0
万
4
2
6
円

　
 　

関
東
市
議
会
議
長
会
出
席
者
負
担
金
、
1
年
の
ま

と
め
の
印
刷
等
に
要
し
た
経
費
で
す
。

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
4
年
度
の
特
別
区
長
会
の
収
入
支
出
決
算
額
は
、

収
入
額
1
億
6
7
2
5
万
1
2
3
9
円
、
支
出
額
は
1
億

5
2
3
1
万
8
3
8
3
円
。

執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
事
務
事
業
の
適
切
な
運
営
と

経
費
節
減
に
努
め
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

	
収
　
入

◎ 
各
区
か
ら
の
分
担
金　

4
6
0
0
万
円
（
1
区
あ
た

り
2
0
0
万
円
）

◎ 

（
公
財
）
東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
か
ら
の
助
成
金　

6
8
8
8
万
5
0
8
7
円

・
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業

◎
負
担
金　

3
5
9
1
万
4
0
0
0
円

・ 

広
域
連
携
交
流
事
業
関
係
自
治
体
及
び
区
か
ら
の

負
担
金

◎
前
年
度
繰
越
金　

1
6
4
5
万
2
1
5
2
円

	

支
　
出

◎
管
理
費　

3
0
5
1
万
5
4
3
8
円

（
主
な
経
費
）

・ 

事
務
室
使
用
経
費
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
等
事

務
局
運
営
経
費

◎
事
業
費　

1
億
2
1
8
0
万
2
9
4
5
円

（
主
な
経
費
）

・
区
長
会
等
の
会
議
体
の
運
営
に
関
す
る
経
費

・ 

特
別
区
の
事
務
事
業
、
都
区
財
政
調
整
等
の
税
財

政
及
び
都
区
の
あ
り
方
検
討
等
に
関
す
る
調
査
研

究
経
費

・
特
別
区
関
係
団
体
へ
の
負
担
金
等
の
経
費

・ 「
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業
」

に
係
る
経
費

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

令
和
４
年
度

特
別
区
議
会
議
長
会
の
決
算
概
要

■ 

大
規
模
災
害
に
お
け
る
被
災
団
体
へ
の
職
員
派
遣
に

つ
い
て

■ 

第
8
回
「
山
の
日
」
全
国
大
会
の
東
京
開
催
に
伴
う

実
行
委
員
会
設
立
に
つ
い
て

■
H
T
T
の
推
進
に
向
け
た
都
の
取
組
に
つ
い
て

■
令
和
5
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議
に
つ
い
て

■ 

令
和
5
年
度
知
事
と
区
市
町
村
長
と
の
意
見
交
換
に

つ
い
て

■ 

令
和
5
年
度
東
京
都
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
の
改

定
に
つ
い
て

■ 「『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
特
別
区
』
に
向
け
た
取

組
み
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て

■ 

後
期
高
齢
者
医
療
に
お
け
る
令
和
6
・
7
年
度
保
険

料
率
の
改
定
に
つ
い
て

■ 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
協
議
会
（
7
月
3
日
開

催
）
報
告
に
つ
い
て

■ 

第
24
回
特
別
区
長
会
公
務
員
制
度
部
会
の
概
要
に
つ

い
て

■
第
73
回
税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■
市
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会
の
概
要
に
つ
い
て

■
議
長
会
の
要
望
活
動
に
つ
い
て

■
令
和
5
年
度
日
中
友
好
交
流
事
業
に
つ
い
て

■
特
別
区
議
会
議
長
会
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
5
年
7
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等

7.14

会
長
区

7.18

会
長
議

令
和
4
年
度

特
別
区
長
会
の
決
算
概
要
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特別区職員研修所からのご案内

10月の研修メニューを紹介します

 研修名：思考力・論理構築力向上（第5回）
対　象：	 	係長級以下の職員
内　容：	 ①求められる能力：職員の立場と役割、	研修で学習する技術の点数チェック
（予定）	 ②思考力・発想力：論理思考と仮説思考、思考ツール
	 ③表　　現　　力：理解と納得を深める「論理的な表現」、共感を得る「感情的な表現」
	 ④合意形成の方法：受信、合意形成

日時：10/19（木）
　　　9：00〜17：00

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）
専門研修

中堅保育士① 10/4（水）・10/6（金） 保育・子育て支援に携わる職務経験10年以上の職員

地区計画①② ①10/4（水）・10/5（木）
②10/4（水）・10/6（金） 地区計画を担当する職務経験1、2年程度の職員

地域保健 10月上旬～中旬 保健所・保健センター等に勤務する保健師・栄養士・歯科衛生士等

課税① 10/16（月）～10/18（水）・ 
10/20（金） 住民税賦課事務を担当する職務経験2年程度の職員

大人の発達障害 10/18（水） 発達障害のある人への支援に携わる職員
河川 10月下旬 河川に関連する業務を担当する職員
構造 10月下旬 建築構造審査を担当する職務経験1、2年程度の職員
高齢者地域支援 10/20（金） 高齢者施策、高齢者保健福祉に携わる職務経験2年以上の職員

児童相談所関連研修

児童心理司リーダー研修 10/5（木）
1　児童心理司5年目以上の職員
2　 児童相談所または子ども家庭総合支援拠点等において、心理職のリーダー的

役割を担う、または担うことが期待される職員

児童福祉司任用後研修
10/6（金）・10/16（月）・
10/23（月）・10/26（木）・
10/30（月）

1　 児童福祉司として任用後1年目の職員 
（上記根拠：児童福祉法第13条第9項）

2　子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
※ 児童相談所設置区以外の方も受講できますが、法律で義務付けられた研修を受

講したことを証明する修了証は交付されません。
一時保護所職員リーダー研修 10/20（金） 一時保護所において、リーダー的役割を担う、あるいは担うことが期待される職員

児童心理司（1 ～ 2 年目）Ⅰ 10/26（木）・10/31（火） 子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
★児童心理司1～2年目の職員

ステップアップ研修
対話によるポジティブ・
アプローチ④ 10/2（月）・10/3（火） 係長級以下の職員 ★主任の職員

説明力・交渉力強化⑤ 10/17（火）・10/18（水） 係長級以下の職員 ★ 区民対応などの業務を円滑に行うため、分かりやすい説明
や交渉力を身につけたい主任以下の職員

クレーム対応⑤ 10/3（火） 係長級以下の職員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員
コミュニケーション
スキルアップ④ 10/5（木） 全 職 員 ★ 区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュニ

ケーションスキルを身につけたい採用２～６年目程度の職員
集客力を高めるチラシ・
伝わる資料のつくり方⑤ 10/3（火） 主 任 以 下 の 職 員 ★ 区民向け講座などの企画や募集チラシ作成を担当する主任

以下の職員
マネジメント実践のための
チームコーチング② 10/13（金）・11/13（月） 係長級以上の職員 ★ チーム（係）としての成果を最大化できる部下の育成や支援

を効果的に行うスキルを身につけたい係長級の職員

メンタルヘルスマネジメント② 10/17（火） 係 長 級 の 職 員
★ メンタルヘルスについての正しい知識とメンタルヘルス不調

の予防や早期発見・早期対応方法等のマネジメント知識を
身につけたい係長級の職員

※紙面の都合上、10月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部11月に実施する研修を含む）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※ 研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法

や申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※ 研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/

index.html）もご覧ください。
� （特別区職員研修所）

特別区職員向けのページです。
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
9月開講講座のご案内です！！

●	AI時代の個人情報保護技術の最前線	 【講座コード：2321G011】	
—安全・安心のため個人はどのように関与すればいいのか？—

●	子どもの発達と遊び	 【講座コード：2321B001】	
感覚と運動の視点から

　20世紀は鉄の時代、21世紀は情報の時代と言われて
おり、米国のGAFAMのビジネスを言うまでもなく、個
人情報は経営のための重要な資産となっています。現代
社会は、個人情報を多量に集め解析し利活用しています。
例えば、書店では、設置された防犯カメラの画像を利用
し、過去に万引きした者が再入店した場合、店員に警告
するシステムがあります。コンビニエンスストアや百貨店
では、顧客の店舗内での動線や顧客の属性（性別、年代）
などを収集しマーケティングに用いています。
　自治体では、DX（デジタルトランスフォーメーション）
化を進め、異なる組織間で個人情報の有効活用を進めて
います。例えば、ある自治体では学校と市役所で各々管
理する生徒や家族情報を共有し、ヤングケアラー対策な
どを行っています。
　改正個人情報保護法が施行され、集めた多量の個人情

報をAI技術やビッグデータ解析などが合法的に利用でき
るようになり、市民が知らない間に匿名化したデータの利
活用を行っているのが実態です。
　本講座では、個人情報の保護に対し、市民、消費者が
どのように関与すればいいのか、利活用における課題、
法整備、国際標準規格、暗号やリスクマネジメント、最新
技術など個人情報保護の最前線を紹介します。

　子どもの頃みなさんはどんな遊びをしていたでしょう
か。子どもの発達において、遊びは欠かせない作業活動
です。遊びを通して自ら動いたり、人や環境と関わったり
することは、たくさんの感覚や運動を経験することに他な
りません。また、対人コミュニケーションや、楽しさ、嬉
しさ、達成感など心の側面の発達とも関係が深いもので
す。

　本講座では、子どもの発達を支援する作業療法の視点
から、子どもの発達と遊びの関係について解説と実際の
体験を行います。遊びが持つ深い意味について考えてみ
ませんか。

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

講　師：	瀬戸	洋一	
東京都立産業技術大学院大学　名誉教授

日　時：	9月2日（土）、9日（土）	
13：00〜14：30（全2回）　

受講料：5,000円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

講　師：	伊藤	祐子　東京都立大学健康福祉学部　教授、	
山西	葉子　東京都立大学健康福祉学部　助教

日　時：	9月7日（木）	
13：30〜16：40（全1回）　

受講料：5,000円
場　所：荒川キャンパス（対面）
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東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

は
、「
基
本
計
画
・
実
施
計
画
」
に
基

づ
き
、
一
般
廃
棄
物
の
全
量
中
間
処
理

を
担
い
、
区
民
の
信
頼
に
応
え
る
べ
く

安
全
か
つ
安
定
し
た
清
掃
工
場
等
の
効

率
的
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

額
は
1
0
2
4
億
6
0
0
万
円
で
、
3

回
の
補
正
予
算
編
成
後
の
最
終
予
算
額

は
1
0
8
1
億
5
3
0
0
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

決
算
見
込
額
は
下
図
の
と
お
り
で
、
歳

入
が
1
0
8
5
億
4
1
9
4
万
3
5
8
3

円
（
対
前
年
度
比
12
・
4
％
増
）、
歳

出
が
1
0
4
6
億
2
7
1
0
万
8
0
9
3

円
（
対
前
年
度
比
14
・
0
％
増
）
で
す
。

歳
入　
清
掃
工
場
の
延
命
化
事
業
と

再
稼
働
に
伴
う
整
備
事
業
の
進
捗
に
伴

い
、
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業

費
交
付
金
が
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
自

主
財
源
で
あ
る
電
力
売
払
収
入
は
、
売

電
単
価
の
上
昇
に
よ
り
増
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
持
込
ご
み
が
増
加
し
廃
棄

物
処
理
手
数
料
が
増
収
と
な
っ
た
も
の

の
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
回
復
し
て
い

ま
せ
ん
。

歳
出　
前
年
度
に
引
き
続
き
清
掃
工

場
の
建
替
工
事
及
び
再
稼
働
に
伴
う
整

備
工
事
に
加
え
、
延
命
化
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
埋
立
処
分
量
の
削
減
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
焼
却
灰
の
資
源

化
を
実
施
し
、
経
費
は
35
億
2
4
3
7
万

3
9
8
0
円
（
7
万
1
2
5
3
ト
ン
）

で
し
た
。

決
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

歳
入
決
算
の
概
要

◎ 

分
担
金
及
び
負
担
金

�

4
2
0
億
円

特
別
区
分
担
金
で
す
。

◎ 

使
用
料
及
び
手
数
料

�

1
2
9
億
5
1
2
万
1
9
1
0
円

廃
棄
物
処
理
手
数
料
な
ど
で
す
。

◎ 

繰
入
金

�

93
億
7
1
7
6
万
3
0
0
0
円

「
特
別
区
分
担
金
」
を
抑
制
す
る
た

め
、「
財
政
調
整
基
金
」
か
ら
繰
り
入

れ
、
財
源
対
策
を
図
り
ま
し
た
。

◎ 

諸
収
入

�

1
3
5
億
3
0
7
万
3
9
7
3
円 

ご
み
の
焼
却
熱
を
利
用
し
た
電
力
・

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
売
払
収
入
（
1
2
9
億

3
2
6
万
2
3
0
2
円
）
と
ご
み
か
ら

回
収
し
た
鉄
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
有

価
物
の
売
払
収
入
等
で
す
。

歳
出
決
算
の
概
要

◎ 
議
会
費

�

8
6
2
万
3
円

　

議
会
及
び
議
会
事
務
局
の
運
営
に
要

し
た
経
費
で
す
。

◎ 

総
務
費

�

11
億
2
3
3
3
万
5
3
5
9
円

　

本
庁
管
理
経
費
、
安
全
衛
生
経
費
、

企
画
広
報
経
費
な
ど
で
す
。

◎ 

清
掃
費

�

8
3
6
億
1
9
1
万
9
5
9
6
円

　

施
設
の
管
理
・
運
営
経
費
で
あ
る

「
清
掃
費
」
と
、
建
替
等
の
経
費
で
あ

る
「
施
設
整
備
費
」
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。

▼ 

清
掃
費

�

4
2
4
億
8
9
6
1
万
6
0
9
8
円

　

こ
の
う
ち
、
清
掃
工
場
等
の
運
営
に
係

る
経
費
は
3
3
8
億
1
6
3
4
万
6

�
3
�
8
�5�

円
、
不
燃
・
粗
大
ご
み
処
理
施
設
の
運
営

に
係
る
経
費
は
61
億
8
2
8
3
万
9
9
9
0

円
、
し
尿
処
理
施
設
の
運
営
に
係
る
経
費

は
2
億
3
0
8
2
万
4
5
3
2
円
、
焼
却

灰
等
の
埋
立
処
分
に
係
る
経
費
は
22
億

3
8
5
6
万
2
9
2
0
円
で
し
た
。

▼ 

施
設
整
備
費

�

4
1
1
億
1
2
3
0
万
3
4
9
8
円

　

施
設
整
備
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
ほ

か
、
清
掃
工
場
や
不
燃
・
粗
大
ご
み
処

理
施
設
の
機
能
向
上
を
図
る
た
め
に
要

し
た
経
費
で
す
。

　

内
訳
は
、
目
黒
清
掃
工
場
及
び
江
戸

川
清
掃
工
場
の
建
替
工
事
、
大
田
清
掃

工
場
第
一
工
場
の
再
稼
働
に
伴
う
整
備

工
事
、
港
清
掃
工
場
及
び
千
歳
清
掃
工

場
の
延
命
化
工
事
等
で
す
。

◎ 

職
員
費

�

1
0
4
億
5
0
3
6
万
7
5
8
0
円

　

本
庁
及
び
清
掃
工
場
等
に
勤
務
す
る

職
員
の
人
件
費
で
す
。

◎ 

公
債
費

�

39
億
3
4
7
万
1
5
5
5
円

　

組
合
債
の
元
金
及
び
利
子
の
償
還
に

要
し
た
経
費
で
す
。

◎ 

諸
支
出
金

�

55
億
3
9
3
9
万
4
0
0
0
円

　

年
度
間
の
調
整
財
源
と
し
て
、「
財

政
調
整
基
金
」
へ
の
積
立
て
を
行
い
ま

し
た
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
財
政
課
）

令和4年度
東京二十三区清掃一部事務組合の決算概要

令和4年度  東京二十三区清掃一部事務組合決算見込額（単位：千円）

分担金及び
負担金

（特別区分担金）
42,000,000
（38.7%）

使用料
及び手数料
12,905,122
（11.9%）

国庫支出金
8,602,242
（7.9%）

財産収入
27,226
（0.0%）

寄附金
3,849
（0.0%）

繰入金
9,371,763
（8.6%）

繰越金
4,741,667
（4.4%）

諸収入
13,503,074
（12.5%）

組合債
17,387,000
（16.0%）

組合債
17,387,000
（16.0%）

総務費
1,123,335
（1.1%）

清掃費
（清掃費）
42,489,616
（40.6%）

清掃費
（施設整備費）
41,112,304
（39.3%）

公債費
3,903,471
（3.7%）

諸支出金
5,539,394
（5.3%）

議会費
8,620
（0.0%）

職員費
10,450,368
（10.0%）

歳入
108,541,943

歳出
104,627,108
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令和4年度
東京二十三区清掃協議会の決算概要

令
和
4
年
度
に
お
け
る
23
区
の
ご
み

量
は
、
区
収
集
及
び
持
込
ご
み
量
を
合

わ
せ
て
、
2
5
4
万
1
5
6・0
6
ト
ン

で
し
た
。

前
年
度
と
比
較
し
て
、
区
収
集
は
5
万

5
5
4
6
・
3
1
ト
ン
減
少
し
、
持
込

ご
み
は
6
万
2
2
2
3
・
0
9
ト
ン
増

加
し
ま
し
た
。
全
体
で
は
6
6
7
6
・

7
8
ト
ン
増
加
し
ま
し
た
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
事
業
調
整
課
）

東
京
二
十
三
区
清
掃
協
議
会
（
以
下

「
清
掃
協
議
会
」
と
い
う
。）
は
、
23
区

と
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

の
事
務
の
一
部
を
管
理
・
執
行
す
る
た

め
の
組
織
で
、
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬

に
係
る
契
約
事
務
及
び
一
般
廃
棄
物
処

理
業
等
の
許
可
事
務
並
び
に
そ
れ
ら
の

連
絡
調
整
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
度
の
決
算
額
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

歳
入�
1
1
4
3
万
2
6
7
3
円

清
掃
協
議
会
は
、
主
に
各
区
か
ら
の

負
担
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
歳
入
と
し
て
、
前
年
度

か
ら
の
繰
越
金
及
び
諸
収
入
と
し
て
、

預
金
利
子
が
あ
り
ま
し
た
。

◎ 

負
担
金�

9
2
0
万
円

�

（
各
区
均
等
割
）

◎ 

繰
越
金�

2
2
3
万
2
5
9
8
円

◎ 

諸
収
入�

75
円

歳
出�

8
8
0
万
7
0
8
0
円

◎ 

総
務
管
理
費

▼ 

管
理
費�

3
7
4
万
4
8
9
0
円

 　

清
掃
協
議
会
事
務
局
の
総
務
及
び

清
掃
協
議
会
の
会
議
体
の
運
営
に
関

わ
る
事
務
を
行
い
ま
し
た
。

　◎ 

管
理
執
行
費

▼ 

雇
上
契
約
事
務
費�

9
7
8
1
円

 　

清
掃
車
の
雇
上
契
約
に
関
わ
る
事

務
を
行
い
ま
し
た
。

▼ 

許
可
事
務
費

�

4
8
1
万
2
2
3
2
円

 　

一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
の
許
可
に

関
わ
る
事
務
を
行
い
ま
し
た
。

　◎ 

連
絡
調
整
費

▼ 

車
両
事
務
費�

 

7
万
2
3
4
5
円

 　

清
掃
車
両
の
仕
様
の
調
整
に
関
わ

る
事
務
を
行
い
ま
し
た
。

▼ 

連
絡
調
整
事
務
費

�

16
万
7
8
3
2
円

 　

災
害
時
に
使
用
す
る
M
C
A
無
線

機
の
借
上
げ
に
関
わ
る
事
務
を
行
い

ま
し
た
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
協
議
会
）

歳　入
11,433

歳　出
8,807

令和4年度　東京二十三区清掃協議会決算額（単位：千円）

負担金
9,200

（80.5%）

負担金
9,200

（80.5%）

繰越金
2,233

（19.5%）  

諸収入
0

（0%）

総務
管理費
3,745

（42.5%）

管理
執行費
4,822

（54.8%）

連絡
調整費
240

（2.7%）

令
和
4
年
度　

東
京
23
区
の
ご
み
量
に
つ
い
て

東京23区のごみ量

種　別
区収集及び持込ごみ量（単位：トン） 前年度比

（％）令和4年度 令和3年度

区 収 集 1,711,763.77 1,767,310.08 96.9

可　燃 1,611,797.88 1,661,496.21 97.0

（うち管路ごみ） （3,111.46） （2,808.07） 110.8

不　燃 27,558.78 31,777.04 86.7

粗　大 72,407.11 74,036.83 97.8

持　込 828,392.29 766,169.20 108.1

計 2,540,156.06 2,533,479.28 100.3

｠

｠

｠

｠

2,754 2,754

2,766

2,766 2,560

｠

2,000

2,500

3,000

3,500

28 29 30 令和元 3 42
［年度］

ごみ量の推移

平成

［単位：千トン］

2,533 2,540
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令和4年度　特別区競馬組合の決算概要
1　競馬事業の状況

令和4年度の大井競馬は、全19開催、97日にわたり開催いたしました。前年度同様、大井競馬場入場者の上限設定を
した中での開催となりましたが、一方でTCK公式YouTubeチャンネルでのライブ配信等によるインターネットを介し
たコミュニケーション強化を図り、日本全国の多くのインターネット投票会員にお楽しみいただきました。そうした
中で、令和4年度の総売得金額は、1,954億5,723万6,170円となり、平成3年度に記録した年間売上を超え、31年ぶりに過
去最高を記録しました。1日平均では20億1,502万3,050円で、前年度と比べ6.89％の増加、総利用人員についても、2,100
万9,445人、1日平均は21万6,592人で前年度と比べ10.93％の増加となり、過去最高となっています。

また、第16回開催（12月26日から31日まで）では、228億1,680万5,050円を売上げ、昨年度記録した地方競馬におけ
る1開催売上レコードを更新しました。

このように令和4年度は好成績を収めることができまし
たが、社会がコロナ以前の生活様式を取り戻し、レジャー
活動が復調してきています。今後も引き続き23区への財政
貢献を果たせるよう努めてまいります。

2　決算概要
令和4年度の競馬事業損益計算による当年度純利益は、

180億2,200万円となりました。
営業収益は2,092億9,400万円で、主な内訳は大井競馬の

勝馬投票券発売収入等からなる競馬開催収益1,977億1,400
万円と、他の競馬場の勝馬投票券を場外発売すること等に
よる場外業務収益114億8,200万円などとなっています。

営業費用は1,909億4,100万円で、このうち大井競馬の開
催に要する競馬開催費用1,844億4,200万円、次いで他の競
馬場の勝馬投票券を場外発売するための経費である場間場
外費用58億7,800万円、什器備品等の資産を令和4年度に費
用化した償却費4億2,700万円などとなっています。

営業収益から営業費用を差し引いた本業の利益である営
業利益は、183億5,300万円となりました。

また、営業外収益3億9,500万円と営業外費用7億2,500万
円を営業利益と増減した経常利益は180億2,300万円となり
ました。これに、特別利益と特別損失との差額を加えたも
のが当年度純利益180億2,200万円となります。

3　損益状況及び特別区分配金の推移
過去の損益状況についてみると、平成22年度以降黒字決

算を続けております。引き続き特別区分配金を通じ「23区
財政への寄与」という本組合の責務を果たしてまいりま
す。最近5年間の純利益及び特別区分配金の状況は、別表
のとおりです。
� （競馬事務局　経理課）

　　　　　　　　　　　　　　　開	催	成	績	 （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

5 6/26〜6/30 14,021,429,430円 1,526,884人 2,804,285,890円 305,377人 9,180円 105.6% 105.7% 99.9%
6 7/10〜7/14 12,261,579,360円 1,324,734人 2,452,315,870円 264,947人 9,260円 107.9% 107.3% 100.5%

令和4年度競馬事業損益計算書
金額

（単位：百万円）

内　　容

営　業　収　益 209,294

197,714

11,482

98

190,941

184,442

5,878

194

427

18,353

395

725

18,023

0

1

18,022

大井競馬の勝馬投票券発売収入等

他の競馬場の勝馬投票券を場外発売することでの収益

大井競馬開催に要する経費

他の競馬場の勝馬投票券を場外発売するための経費

什器備品等の減価償却費

【営業収益－営業費用】

受取利息や東京都競馬株式会社の株式配当金等

各区への東京都競馬株式会社の株式配分金及び公課費等

【営業利益＋営業外収益－営業外費用】

過年度修正益

固定資産除却損

【経常利益＋特別利益－特別損失】

内
【

　

】
訳

競馬開催収益

場外業務収益

そ の 他
営 業 収 益

営　業　費　用

内
【

　

】
訳

競馬開催費用

場間場外費用

一般管理費

償 却 費

営　業　利　益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経　常　利　益

特 別 利 益

特 別 損 失

当年度純利益

※百万円単位で端数処理を行っています。

当期純利益及び特別区分配金の推移
決算
年度

平　成　
30年度

令　和　
元年度

令　和　
2年度

令　和　
3年度

令　和　
4年度

当　期
純利益

61億円 80億円 143億円 162億円 180億円

分配金
総　額

46億円 69億円 115億円 138億円 ※

一区あたり
の分配額

2億円 3億円 5億円 6億円 ※

※令和4年度の分配金については、未定です。
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10月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

レディスプレリュード東京盃

大井競馬開催 大井競馬開催

浦和競馬開催

川崎競馬開催

船橋競馬開催

東京盃（JpnⅡ）
●10月4日（水）
●1,200m

レディスプレリュード（JpnⅡ）
●10月5日（木）
●1,800m

JRAや他地区のスプリン
ターたちが集結し自慢の
快足を披露する注目の
レースです。Road to JBC

として11月に行われる「JBCスプリント」の行方を占う意味でも
大切な一戦で、TCK所属のフジノウェーブをはじめ、ラブミー
チャン、キタサンミカヅキなど地方所属馬の活躍も目立ちま
す。＜優勝馬にJBCスプリントの優先出走権を付与＞

プレリュード（前奏曲）の
名の通り、11月に行われ
るJBCレディスクラシック
の前哨戦として、JRAも

含めて全国各地からトップクラスの実力馬が参戦する交流競
走として見逃せない一戦です。2011年に交流競走となって
からはJRA所属馬の勝利が続いており、地方所属馬の奮起に
期待がかかります。＜優勝馬にJBCレディスクラシックの優先
出走権を付与＞

ハイセイコー記念（SI）
●10月31日（火）
●1,600m
ハイセイコーが1972
年の青雲賞で記録した
1分39秒2の優勝タ
イムは、50年以上の歳

月を経た現在も破られていません。TCKが生んだ国民的ス
ターホースの偉業を称え、2001年に現在のレース名に改
められました。南関東期待の若駒たちが集まる注目のレー
スで、翌年のクラシックロードの主役誕生の瞬間に目が離せ
ません。＜優勝馬に全日本2歳優駿の優先出走権を付与＞

ハイセイコー記念

9月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

アフター５スター賞 ゴールドジュニア東京記念

大井競馬開催 大井競馬開催

浦和競馬開催

東京記念（SⅠ）
●9月6日（水）
●2,400m

アフター5スター賞（SⅢ）
●9月7日（木）
●1,200m

ゴールドジュニア（SⅢ）
●9月21日（木）
●1,200m

1964年の東京オリンピッ
ク開催を記念して創設さ
れたレースで、第１回から
変わることなく2,400m

の距離で実施している伝統の古馬重賞です。秋の大一番「JBC
クラシック」を目指し繰り広げる激しい戦いに注目が集まり、グ
レードも「SⅠ」に格付けされています。
＜上位５頭に埼玉新聞栄冠賞の優先出走権を付与＞

短距離戦で持ち味を発揮
する快速馬たちが、自慢
のスピードで残暑を吹き
飛ばす1,200mのスプリ

ント戦。「東京盃」から「JBCスプリント」へ続く秋の短距離交
流重賞に向け、南関東所属の有力馬が始動する注目のレース
です。＜優勝馬にテレ玉杯オーバルスプリントおよび東京盃
の優先出走権を付与＞

TCKで行われる最初
の2歳重賞として、
2020年に準重賞から
格上げされました。デ

ビューして間もない若駒たちが集い、翌年のクラシック制
覇を夢見て若さ溢れる走りを披露します。「3歳ダート三冠
競走」の主役候補を探す意味でも、見逃せないレースです。
＜上位2頭にハイセイコー記念の優先出走権を付与＞

川崎競馬開催

船橋競馬開催

浦和競馬開催


